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ネヨハエ トリの雌雄モザイクとその誇示行動

前川隆敏
め・池IH t t l l 1 3 2 )

Takatoshi MAEKAヽ VA!' and Hiroyoshi rKEDAせ )i  SCxual behaviour

of a gynandronlorphic spider of Crr//ん θr″F ttα77とん(フg/夕″7′切α

(Araneae: Satticidae)

Abstract    The sexual behaviour of a gynandromOrphic spider of the salticid

spectesA Cα ″″72θr″ド メrrれ′力Og″ arP17rPrr(LATREILLE‐  1819), waS ObServed in iabora―

tory 'rhc individual has a male right palp and a silnple left onc as in female

The left side of abdomen is expanded and shows the female characteristics

with a deformed epigynum, while the right side scems to be a male  This

gynandromorphic salticid spider toOk the antagonistic behaviour to a normal
male of the same species, and prcsentcd the courtship towards a normal femalc

and inserted thc only right palpal organ into the femalc genitalia at the

copulation  However, a normal male prescnted the courtship behaviour to、 vards

the gynandromorph which was motionless tlnder anesthetic by C02

クモの雌 雄 モザ イ ク個 体 は時 々発見 され るが ,ハ エ トリグその性 モザ イクは これ ま で に

カ タオ カハ エ トリEt tο少カィン'力‐θ″″材お (W A L C K E N A E R , 1 8 0 2 )の 1例 だ けで あ る (C 0 0 P E R ,

1 9 7 6 ) .技 近 ,前 川 は左 半 身 が 雌 ,右 半 身 が 雄 の ネ コハ エ トリ Cα″ んοす体 協初あOg″α″″α

(L A T R E I L L E , 1 8 1 9 )を 採 集 した .著 者 らは , そ の特 共な形 態 だ けで な く, 雌 雄 モザ イ ク

個体の1惟雄に対する求愛誇示,成 嚇誇示行動も合わせて観察 したので,そ の結果を報告す

る。なお, これまでにlLL雄モザイク個体の行動観察はチ リコモリグモAわク¢い47ク冴ログ″

姥″′α(CLERCK,1758)の 1例 だけのようである (GACK&HELVERSEN)1976).

材料と方法

ネコハエ トリCα′・′みθ″″s2物 れοg″α″″′″α のlllt雄モザイク 1個 体 (前川が1991年4月 26

日に成体で採集,神 奈川県海老名市),ネ コハエ トリの成体オス 1個 体 (池田が 1991年4

月15日亜成体で採集,飼 育により数 日後に成休 ,神 奈川県座問市本H横川岸), メ ス 成体 2

個体 (1991年4月 15日に亜成体で採集,飼 育により4月 末に成体,ど ちらも処女メス,神

1)〒 220神奈川県横浜市西区中央21日5112

2_51_12, Chuo, Nishi― ku. Yokohama― shi‐ Kanagawa, 220 Japan

2 )神 奈|| |サた立肯少年 セ ンター 〒 22 0神 奈|| 1県横浜市内区活「業 ケ丘91

Kanagawa Prefectural Youth Center,9-1,Momijigaoka,Nishi― ku‐Yokohama― shi,Kana

gawa、 220 Japan
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奈川県座間市IH模川岸),  また,  対照実験で使用 したオスは前川が 4)」の中旬に海老 名!怖

で採集 した成体である。

モザ イク個体のオスに文」す る誇示行動は,1 9 9 1年 5月 1 6 1 1 1 4時,バ ルサ製の平板 11で雄

と出合わせ ることで (前川,1 9 9 1 a ) ,ま た,  メスに対す る袴ホ行動は管 ビン内のメスに対

して児合わせて観察 した。肉限による叡察のほか, ビデオカメラの記録 も参考に した 5

月2 1日に C 0 2で 麻酔 したモザ イクに対す るオスの|て応を調べ, 6月 6日 に麻酔された正

常なオスとメスに対す るナて応を rt lへる対照実験を十jった,実 験室内υ)気温は 25 2 6・C ,照

度は 5 6  k l u xでぁった 誇 示行動を表す用語は池田 (1 9 9 1 )を参照 した。

Figs l-2  A gynandronlOrph of C“ rr′,οrrィド メrrrlrんθg/rr″7 777rr(LATRLILLE,

1819)一 十一-l Facc  2 Dorsal vicw of the body: the left half shOws

fcmale,the right hatf malc.(SCale: 10mm)
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ネコハエ トリの雌雄モザイクとその誇ホ行動

l llE雄 モザイク個体の形態.モ ザイクは完全に左半身かメス,右 半身かオスの形態を

していた オ スの腹部の方が小さいため,腹 部はやや右方向に出がっていた.雌 部の頭胸

部背面の線には白毛が目だつが,雄 部は黒い 腹 部背面も同様に雌部の方に白毛が多い.

雄部の歩脚は黒化部分が多かった (Fig.2)`顔面は雄部がやや時桐色の部分が多く,lLT部

の前中眼の下部には長い白毛が日だった.雄 部の顔前面にはこのような白モは見られなか

った (Fig l)ま た,左 の雌の触肢は白毛にたわれていて,生 きている時には特にその白

色が日だった。一方.腹 面はlal板の線が雄部で黒く,雌 部では日だたなかった 腹 部腹直i

後半は一様に黒かった。これらのJtE部および雄部の特徴は正常な個体の特徴に対応 してい

た

モザイク個体各部の測定値 :体長 6 51 mm,頭 胸部長 2.88 mm,頭 胸部幅 2 26 mm,

腹部長 3 01 mm,腹 部幅 2 40 mm.通 常の雌雄より小型である.

モザイクの左の外雌器 (Fig 5)は正常のメスの外雌器 (Fig.6)と比較したとき,や や企

んでいるものの,基 本的な構造は大差なく,正 常と思われた。なお,外 から内部4と殖器の

構造ははっきりとは見えないので,描 図に当たって BOHDANOWICZ&PR6szYNSKI(1987)

を参考にした.右 の触肢 (Fig。3)tよ雄,た の触肢 (Fig。4)は 雌の構造であった。雄のるよ

肢は暗褐色,雌 の触肢は白かった,

2 雌 雄モザイク個体の 対オス行動。 そザイクが小型であるため, 比較的小型 (体長

_4

Cr7//770′″s ltrrPrんοgrrrr77初rr.

part), retrolatcral view`
retrolateral view  5 Epl_

a normal fcmale (Scales:

果結

5

Figs 3-6  The male and female reproductivc organs of
-3 Right palp of the gynandromorph (male

4 Lcft palp of the gynandromorph (female part),

gastric area of the gynandromorph  6 Epigynum of
O.2mm)
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6 92 mm)の 正常オスに対面させた。モザ イクtま「脚の広、りあげ」および 「旗振 り接近行

動」を示 し,IH手 を威嚇 した.対 面す るIH手のオスもモザイクに対 してlHlをお、りあげ,成

嚇 した。最終的には常にモザイクの方が逃げた.4回 の対面で,モ ザイクが脚をふ りあげ

てか ら逃げるまでの時間は 9秒 , 9秒 ,3秒 ,15秒 と推移 し,平 均 9秒 だった,「 脚の横

1明き」や 「押 し合い」にまでは至 らなかった,

モザイクはオスの誇ホ行動を示 し,対 面す る任1子のオスもモザイクをオスと見な して成

嚇誇示行動を示 した。

3,雌 雄モザイク個体の対メス行動.メ スに対面 させたモザイクは体を低めて,「 脚を

お、りあげ」なか ら接近 し,「 脚そろえJを 行い。メスを 「たた く」仕草を しなが ら,マ ウ

ン トしていった.

オープンな場所ではな く,管 びん内でメスに求宝 させたため,モ ザ イクが求愛誇示行動

に特為θD「顎 出 し」行動 (前川,1991b)を したかどうかは明瞭ではなかった。

モザイクはまず右徴肢 (雄の側である)を 使 って 6分 間挿入 した そ の間,右 第 1脚 を

間けつ的に ビクつかせたが,こ の行動は本種のオスが交尾の際に血のうの収縮に同調 して

起 こす行動 と共通である (前川,1991b).

その後 ,モ ザイクは昨 の体の上で向きを変えて,左 触肢 (lltの偵1である)を 挿人 しよう

とした。 しか し挿入できないため, モ ザイクが 左触肢を挿入 しようとしてから 1分 25秒

後 ,下 におさえつけられたメスが動き出 し,離 れて脚を▲、りあげ,モ ザイクを威嚇 した

しか しモザイクが 「たたきJな が らマウン トす ると(約10秒間),再 びメスはおとな しくな

った。モザ イクはその後 もひたす ら左触肢を挿入 しようと試みた.1分 10秒後,再 び雌は

離れて脚をお、りあげ,モ ザイクを成嚇 した モ ザイクは 「lRlそろえ」を行い,雌 がおとな

しくなると,た たきなが らマウン トし,左 触肢を挿入 しようと試みる.同 じことの繰 り返

しと判断 して, 1分 後 , ビンセ ットで妨害 して, 2頭 の行動を中 ILさせた,

続いて,こ のモザイクをホンチ伯の中で,別 のメスに求愛 させ ると,「 脚のふ りあげJ

と同時に,は っきり 「顎出 しJを す るのが観察できた。モザイクはひたす ら雌 の側である

左触肢を挿入 しようとしたので,途 中で雌雄を分けた.

モザイクは雄の誇示行動を示 し,対 面するメスもモザイクをオスとみな した.

モザ イクと交尾 したメスを飼育 したが,産 lplJすることな く1991年6月 21日に死亡 した。

4.麻 酔 した雌雄モザイクに対す るオスの行動.モ ザ イクの左外雌器は正常である.し

たが って,オ スと交尾 させ る方法 として,モ ザ イクを麻酔 して,バ ルサ板θD上に置き,正

常なオス (体長 9.1l mm)を 対面させてみた

C02で 麻酔 したモザ イクにオスは接近 し,「 脳1のお、りあげJを 行わずに, じかに 体に

触れて,マ ウン トし,モ ザイクの体を回そうとtノて交尾 しようと試みた。 しか し,麻 酔か

らさめたモザ イクが逃れようとす るため,交 尾にまでは至 らなか ったち 3回 試みたが,い

ずれの場合 も交尾にまでは至らなかった 3回 卜1にオスはモザイクを餌 とみな したらしく

後ろか らとびつき,頭 胸部後部にかみついたため,両 者を 70%ェ タノールに入れて分離

した.

対照実験 として,1に常オスや正常メスを麻H/Lしてォスと対面させたところ,オ スは対い「



ネヨハエ トリの雌雄モザイクとその誇示行動

旧手のサイズやllF雄にかかわ らず,麻 41tされた個体に対 しては,求 定 した(前川,1991b)

これ までに完全 なt t f雄モザ イクで ,  お ホ行動が観察 された ものは チ リコモ リグモ A F r 7 _

クαo Sα夕″′υク‐″み″`′だけのよ うであ る (吉倉 , 1 9 8 9 ; G A C K & H E L V E R S E N , 1 9 7 6 )こ

の クモのモザ イクには外l l l F器かな く,触 肢は雄 と間性の ものを備 えていて ,オ ス として両

脚を使 ってメスに対する求愛誇示,交 尾行動を行 ったほか, メスとして卵の う形成を行っ

た (産卵は しなかった)と いう。精子形成は正常であった.オ スに対す る成嚇誇示行動は

観察 されていない.

日本のハエ トリグモの うち,ネ コハエ トリは最 もよく誇示行動が観察 されている種類で

ある。求愛誇示行動 と成嚇誇示行動 も 「顎出 し」によって区別できることが分かっている

(前サ11 , 1 9 9 1 b ) .今 回のネコハエ トリのモザイクは形態的にはまった く完全な雌雄モザ イ

クであったが,誇 示行動の際にはオスとして行動 した 交 尾行動 も正常に行われたが,交

尾相手のメスに正常に精子が渡 されたかどうかは,メ スが産卵前に死亡 して し ま っ た た

め,確 認出来なかった`

本種のオスは,雌 雄を問わずに麻酔された個体に求愛す るので,モ ザ イクが特別に求愛

された と考えることはできない。 しか し,バ ルサ板上 というオープンな場所であるにもか

かわ らず,ォ スは麻酔 されたモザイクに対 して 「顎 出 し」 も 「脚のお、りあげ」 も行わなか

ったことか ら,ォ スがモザイクを メスと認識す るには何か不十分な点があるとも考えられ

る.

察考

摘

左半身が雌で,右 半身か雄のネコハエ ト

示を,雄 に対 しては威嚇誇示行動を示 し,

たモザイク個体を1惟とみな して求愛 した。

要

りの雌雄モザイク個体は,

雄として行動した ま た,

辞

雌に対 しては求愛浩

正常な雄は麻酔され
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